
平成１５年８月１日 第１２５号　　　（６）

訂
正
と
お
詫
び

６ 月 定 例 会 の 審 議 結 果
各会派の賛否

議決結果件　　　　　　　名
議案
番号

無会市民政和明政市政公明共産

○○○○○○○原案可決
税源移譲を基本とする三位一体改革の早期実現を
求める意見書の提出について

議提
１３

○○●●○●○原案可決
労働基準法改正案に反対する意見書の提出につい
て

議提
１４

○○●●○●○原案可決
自衛隊を派遣するためのイラク復興支援特別措置
法案に反対する意見書の提出について

議提
１５

○○●●○○○原案可決
日米地位協定の見直しを求める意見書の提出につ
いて

○○●●○●○原案可決
教育基本法の「改正」に反対する意見書の提出に
ついて

議提
１７

○○○●○○○原案可決
郵便投票制度等の改正を求める意見書の提出につ
いて

議提
１８

○○○○○○○原案可決
ヤミ金融対策の強化を求める意見書の提出につい
て

議提
１９

○○○●○○○原案可決
アジア系外国人学校への大学入学資格付与の早期
実現を求める意見書の提出について

議提
２０

○○○○○○○原案可決
北朝鮮による拉致問題の早期解決を求める意見書
の提出について

議提
２１

○○○○○○○原案可決
ゆとりある教育を実現するための教育予算増額と
義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書の提
出について

議提
２２

○○○○○○○原案可決
義務教育諸学校の学校事務職員・栄養職員給与費
の国庫負担制度からの適用除外及び「必置規制」
廃止に反対を求める意見書の提出について

議提
２３

○○○○○○○採 択
「ゆとりある教育を実現するための教育予算増額
と義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書」
の提出を求める請願

請願
第７号

○○○○○○○採 択
義務教育諸学校の学校事務職員・栄養職員給与費
の国庫負担制度からの適用除外及び「必置規制」
廃止に反対することについての陳情

陳情
第８０号

○○●●△●○不 採 択有事関連法案に反対する陳情
陳情
第８３号

●○●●●●○不 採 択
最低賃金の引き上げ・全国一律最低賃金の確立を求
める陳情

陳情
第８４号

各会派の賛否
議決結果件　　　　　　　名

議案
番号

無会市民政和明政市政公明共産

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（平成１４年度座間市一般
会計補正予算）

４３

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（平成１４年度座間市水道
事業会計補正予算）

４４

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（座間市市税条例の一部
を改正する条例）

４５

○○○○○○●承 認
専決処分の承認について（座間市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

○○○○○○●承 認
専決処分の承認について（座間市消防団員等公務
災害補償条例の一部を改正する条例）

４７

○○○○○○○原案可決平成１５年度座間市一般会計補正予算４８

○○○○○○●原案可決
座間市非常勤特別職職員の報酬等に関する条例の
一部を改正する条例

４９

○○○○○○○原案可決座間市市税条例の一部を改正する条例５０

○○○○○○●原案可決座間市特別土地保有税審議会条例を廃止する条例５１

○○○○○○○原案可決座間市土地開発公社定款の一部を改正する定款５２

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について５３～５７

○○○○○○○原案可決損害賠償の額を定めることについて５８

○○○○○○○同 意人権擁護委員の推薦について５９

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
精
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

総　
　

務

市
民
経
済

建
設
水
道

共産（日本共産党）公明（公明党）市政（市政クラブ）明政（自由民主党明政会）政和（政和会）市民（市民の党）無会（会派に属さない議員）○賛成●反対△退席

▽　

平
成
十
五
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算

　

公
共
用
地
取
得
基
金
積
立
金
と

し
て
二
千
六
百
二
万
九
千
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
十
四
年
度
末
の

残
高
と
今
回
の
補
正
を
含
め
て
十

五
年
度
末
の
公
共
用
地
取
得
基
金

の
残
高
の
推
計
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か
。
と
の
質
疑
に
、
十
四

年
度
の
基
金
残
高
は
一
億
三
千
八

百
八
十
三
万
六
千
百
七
十
九
円
と

な
り
、
十
五
年
度
末
で
の
推
計
で

は
六
千
八
百
八
十
七
万
八
千
百
九

十
四
円
と
な
り
ま
す
。
と
の
答
弁

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉

▽　

議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成

５２

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
一
部
委
員
退
席
）

▽　

議
案
第　

号
は
、
賛
成
多
数

４９

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
は
別
項
参
照

８３

▽　

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▽　

請
願
第
７
号
、陳
情
第　

号
、

８０

は
別
項
参
照

り
、市
の
減
収
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
こ
の
土
地

保
有
税
は
何
度
か
改
正
さ
れ
、
最

終
的
に
有
効
利
用
さ
れ
れ
ば
課
税

さ
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
何
年
か
は
当
初
予
算
に
も
計

上
し
て
お
ら
ず
影
響
は
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成

５８

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成

５０

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
一
部
委
員
退
席
）

▽　

陳
情
第　

号
は
別
項
参
照

８４

▽　

道
路
の
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第

５３

５４

　

号
、
第　

号
、
第　

号
）

５５

５６

５７

　

道
路
用
地
寄
附
の
関
係
等
に
つ

い
て
活
発
な
質
疑
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
五
件
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

六
月
二
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
（
委
員
会
付

託
省
略
）
・
質
疑
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
報
告
・
質
疑
、
追

加
議
案
上
程
（
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
省
略
） 

・
採
決

▽　

六
月
六
日
、
九
日
、
十
日　

一
般
質
問

▽　

座
間
市
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

特
別
土
地
保
有
税
の
廃
止
に
よ

本本
会会
議議
のの
概概
要要

　

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で

審
議
し
ま
し
た
請
願
・
陳
情
は
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　　

◎　

採　
　

択

　　

請
願
第
７
号　

「
ゆ
と
り
あ
る

教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予

算
増
額
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願

　

陳
情
第　

号　

義
務
教
育
諸
学

８０

校
の
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

給
与
費
の
国
庫
負
担
制
度
か
ら
の

適
用
除
外
及
び
「
必
置
規
制
」
廃

止
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

陳
情

◎　

不

採

択

　

陳
情
第　

号　

有
事
関
連
法
案

８３

に
反
対
す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

最
低
賃
金
の
引

８４

き
上
げ
・
全
国
一
律
最
低
賃
金
の

確
立
を
求
め
る
陳
情

◎　

継
続
審
査

　　

陳
情
第　

号　

人
権
擁
護
法
案

６７

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
を
貴
議

会
か
ら
国
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
お
願
い
す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

金
子
容
子
さ
ん

７３

の
早
期
救
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

治
安
維
持
法
犠

７８

牲
者
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
を
制

定
し
、
犠
牲
者
に
一
日
も
早
く
謝

罪
と
賠
償
を
行
う
よ
う
、
政
府
に

要
請
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

弱
者
救
済
援
護

７９

措
置
条
例
制
定
に
係
わ
る
件
、
御

審
議
の
上
、
可
決
成
立
を
希
う
陳

情
　

陳
情
第　

号　

清
潔
で
公
正
・

８１

公
平
な
国
民
奉
仕
を
貫
く
公
務
員

制
度
の
確
立
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

公
契
約
に
お
け

８２

る
公
正
な
賃
金
確
保
等
に
関
す
る

陳
情

　

陳
情
第　

号　

パ
ー
ト
・
臨
時

８５

労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す

る
陳
情

▽　

六
月
二
十
四
日　

委
員
会
審

査
報
告
・
討
論
・
採
決
、
基
地
対

策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
、
追
加

議
案
上
程
・
提
案
説
明
（
委
員
会

付
託
省
略
）
採
決
、
追
加
議
案
上

程
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
・
討
論
省
略
）・
採
決
、閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
二
日
）

　

池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、

　

柏
木
育
子
（
日
本
共
産
党
）

　

討
論
（
二
十
四
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

前
号
の
市
議
会
だ
よ
り
（
平
成

十
五
年
五
月
十
五
日
・
第
百
二
十

四
号
）
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
す

る
と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

○　

第
一
面
、写
真
撮
影
日
が
、

（
誤
）　

・
４→

（
正
）　

・
４

１４

１５

　

○　

第
五
面
、
池
田
議
員
の
一

般
質
問
の
項
目
中
、
（
誤
）
「
消

防
職
員
協
議
会
」→

（
正
）
「
消

防
職
員
委
員
会
」

　

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て
お

願
い

　

第
三
回
（
九
月
）
定
例

会
で
、
審
査
を
す
る
た
め

の
請
願
・
陳
情
は
八
月
二

十
一
日
（
木
）
ま
で
に
議

会
事
務
局
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

完成した座間跨線橋
（１５．７　座間1丁目付近）


